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関東地 方に は 見 ら れ な い 特微的な液状化 窒例 が示 さ れた。

今後の 詳細な調査 ・研 究が 望ま れ る。

　　　　　　　　　　　 （文 責 ： 日本大 学　仙頭 紀 明）

　【液 状化対策（の】 （発 表 ：8 編）

　本 セ ッ シ ョ ソ で は，薬液 注 入 T．法 に よ る施 工 事例 と東

北地方太平洋沖地震 に お け る効果確認 に 関す る報告，人

工 材 ドレ
ー

ン 工 法の レ ベ ル 2 地震動の 改良効果 に 関す

る報告，空気 注 入不 飽和 工法 の現地 実証実験 に関す る報

告が な さ れ た 。 東 北 地 方太 平 洋沖地 震の 発 災以 後，液状

化対策の 必 要性 は ま す ま す高 ま っ て い る。特 に 大 規 模 地

震に 対す る 液状化対策 に つ い て は ，改良効果 を含め 研究

す るべ き対象が 多 く，更 な る発 展に期 待 した い 。

　　　　　　　　　（文責 ：  不 動 テ トラ　安 藤滋郎）

　【液状化対策  】（発表 ：7 編）

　液状 化 対 策 工 法 に 関 し，SCP 工 法 や 人 工 材 ド レ
ー

ン

工 法，薬液注入 工 法 に 関 す る もの の 他 ，浮 型 格 子 状 改 良

や空気注 入工 法 な ど比較的 に新 しい 思想 に 基づ く地盤改

良工 法 に 関 す る報告 が あ っ た。各報告 に おけ る工 法の 液

状化抑制 メカ ニ ズ ム は異 な っ て お りバ ラ エ テ ィ
ーに富む

内 容 で あ っ た 。東 日 本大震災か ら 1年 以 Eが 経過 し，

被 災状 況 や液 状 化対 策 の有効 性 が 明 らか とな っ て い る。

今回報告 に あ っ た工 法 を含 め 各種 液状化 対 策 工 法 が さ ら

に 普及される よ う工 法の 高度化 が期待 され る 。

　　　　　　　　　　 （文責 ：五 洋建設  　海野寿康）

　【構造物 と液状化被害】 （発 表 ：6編）

　2011年東北地 方太平洋沖地震 の 被害調 査 と要 因 分析

に 関 す る報 告 が 主 で あ っ た 。特 に ，仙台空 港 の B 滑 走

路及 び誘導路 に お け る液状化対策効果 に関す る報告で は，

震災 前に 高圧 噴 射 撹 拌 工 法 及 び薬液注 入 工 法 に よ る地 盤

改良が 完了 して い る箇所 に お い て，震 災後 に大 き な変状

が 見 ら れ ず対策効果が確認出来 た こ と，ま た早 期 の 再 開

に 結び つ い た 旨が説明さ れ た。こ の 事実 は，こ れ か ら同

様な 対策 を検 討 す る上 で ，大 きな 自信 に 結び つ くの で は

ない か と感 じ られ た 。

　　　　　　　　 （文責 ：復建調査設計  　 中澤博志）

　【液状化判定】（発表 ；7編）

　液状 化 の 発 生予 測 と液状 化 に伴 う損 傷 に 関 係す る 発表

が 行 わ れ た 。 液 状 化 の 発 生予 測 で は，簡 易法 が 使 わ れ ，

そ の 際各種 の 補止 式が使 わ れ る が，本発表 で は長 継 続 時

間 の 影 響が扱 わ れ，浦安な どの 液状化 に 影 響 し て い る こ

とが 示 され た。高精度化の た め に はそ の他 の 補正 項 の 影

響評価 も必 要で あ ろ う。損傷評 価 で は，エ ネ ル ギ
ー

に基

づ く評 価法が 多か っ た が，液状 化 で は止 負 に 繰 り返 さ れ

る とい う こ とが 重要で ，そ れ が 明 瞭に 意識 さ れ て い な い

と感 じた 。　　　　 （文責 ：東北学院大学　吉 田 　望 ）

【液状化
一

般（1）】（発表 ： 7編）

初期せ ん断や継続時間の 影響 に つ い て の 液状 化 の 実験
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的研究，地 震後の 地 盤 調査 に 関 す る 研 究 な どの 報 告 が あ

っ た。また，液状化は 液状化地盤下層の 粘性土の 影響も

あ る との 見 解な ど新た な 液状化の 危険性に つ い て の 指摘

が あ っ た。また リ ス ク分 析を 活 用 した 地盤 改 良 体 の 最適

設計や 丸 太を 用 い た 液状化 対 策な どの 報 告が あ っ た。液

状化研 究に 対 して の 期待度は 大 き く さ らに 詳細な 実験的

研究 が な され て い くもの と 思 わ れ ，会場 か ら も多 く の 質

疑が な され た 。　　 （文 責 ：  竹 中 工 務 店　金 田
一

広 ）

　【液状化
一

般  】（発表 ：7編）

　有効 応 力解析を 用 い た 事例 解析，⊥層構成や 余震 の 影

響の 考察，大 変 形 へ の 拡 張 に 関 す る 報 告 が あ っ た。ま た，

液状化層の 同 定 方法や 余震に 対す る 今後の 対 応策 の 提 案

が あ っ た。東 日本大震災に お い て 東京湾岸の埋立地 で 指

摘 され て い る シ ル ト分 が 多い 砂質土 層の 液状化発生の 有

無 に つ い て 今後 さ らに 検討す る必要 が あ る。ま た，液状

化 地 盤 に お け る 過剰間隙水 圧 の 消散過程を踏 ま え た 余 震

の 影 響 評 価 な ど，地 震後の 地 盤挙動 の 評価 も新た な 検討

課題で あ る 。　　　　　 （文 責 ：徳 島 大学 　渦 岡 良介 ）

　【原 位置調査 と年代効果】（発表 ： 6編）

　2011年東 北 地 方太 平 洋沖 地 震 で 液状化被害を受 け た

地 盤 に つ い て ス ウ ェ
ーデ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ を 行 っ た 事

例 が 報告 され た 。質疑応答で は，液状化層の 考察を す る

には，既 存 資 料 の 解釈 を 正 し く行い ，地 質断面図 の 精度

を 高め る こ とが 重 要 で あ る と指摘さ れ た。年代効果の 報

告で は ， 東北地 方太 平洋沖地 震に よ る埋 立 て 地 盤 の 液状

化履歴から年代が 古 くなる ほ ど FI、が 小 さ くな る こ とが

示 され た。また，室内 試 験 に よ る液状化強度 と コ
ー

ン 貫

入 抵 抗 の 関 係 か ら年 代 効 果 の 評 価 が な され た 。

　　　　　　　　　　（文 責 ： 応 用 地 質   　平 出　亜 ）

　【地盤 と液状化】（発表 ； 7編）

　全て の 報告が東北地方太平洋沖地震の 液状化被害に 関

す る もの で あ り，貴重な現場デー
タが 提供され た。特に

掘 削埋 戻 し地 盤 の 辺 縁 部 で み られ た 隆 起 や 陥没 の 報告や，

間隙水圧 計の 示 した 水 圧 の 減少 な どの 報 告 は，聴 講 者 の

興 味 も深 く，質疑応答が 活発に 行われた。研究対象 とな

っ た 地 区 が 全 て 千葉県 内で あ っ た こ とも，同 県の 被害の

大 き さ を物語 っ て い る と考 え る。こ れ らの 研究が，防災

技術 の ます ます の 発 展 に つ な が り，将来の 震災被害が 軽

減 さ れ る こ とを期 待 した い 。

　　　　　　　　　 （文責 ：   不 動 テ トラ　 鈴 木 亮 彦 ）

　【地震時の 斜面安定（1）】 （発 表 ：8編）

　模型実験，数値解析 に 基 づ く地 震地 す べ りの 基 礎 と応

用 研究の 成果が 発表され た。原子炉建屋 周 辺 の 岩盤 斜 面

を 対 象 とし て設 計 法 の 提案へ 至 る
一

連の 研究は 評価 で き

る が，数 値 解 析 の 高 度 化 が 望 まれ る。急勾配の 斜面肩部

に は大 き な引張 り応 力が 生 じて お り，育販 の 斜面 安定計

算 ソ フ トが こ れ を適切 に 処 理 して い る か疑問が 残 っ た 。

杭 や ア ソ カ
ー

に よる地震対策効果の メ カニ ズム をよ り深
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